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国連が2009年から実施する国際デー。1992年6月8日にリオデジャネイ
ロで開かれた地球サミットにおいてカナダ代表が提案し、以来「世界
海洋デー」として非公式に実施されていたが、2009年から国連の記念
日となった

日経平均/前日比 29,019.24/ 77.72 定期預金金利(1,000万以上/10年) 0.002%

TOPIX 1,960.85/ 1.66 国債（5年）/前日差 ｰ ｰ

ダウ平均 34,630.24/ ▲126.15 国債（10年） 0.080%/ 0.000

上海総合指数 3,599.54/ 7.70 米国債（10年） 1.571%/ 0.018

ドル円 109.42-43 76銭高 中国国債(10年） 3.140%/ 0.047

上記解説等は個人の見解となっています。詳細は、各種媒体等をご確認下さい。日本経済新聞社（https://www.nikkei.com/）。定期購読はこちら（https://www.nikkei.com/r123/）

今日は何の日 • 世界海洋デー
• 学校の安全確保・安全
管理の日

• 大鳴門橋開通記念日

誕生日うらない 本日生まれの方の特徴：

長所 短所

詳細はこちら

・粘り強い
・統率力が高い
・チャレンジ精神が豊富

・発想の転換ができない
・空気を読まない
・嫉妬心が強い

市況情報

誕生花：

花言葉：

クチナシ

落ち着きのある深謀遠慮タイプ
誕生日
カラー
青色

愛想のよい･優美･
愛らしさ･官能的

日付：2021年 6月 8日（火）

今日の行き先
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今期増配、3社に1社

等～
について

日経
3･5･14

• 景気が回復傾向にある記事が複数
• （3面）上場企業が株主への利益還元を積極化する。2022年3月期は村田製作所など3
社に1社が前期よりも配当を増やす計画

• （5面）景気動向指数2.6ポイント上昇 4月、2カ月連続改善（内閣府）
• （14面）主要245社、今年度営業益27%増。業種別では19業種中17業種で損益が改善

◼ 中小法人やオーナーの話題
として活用

◼ 情報収集や定期訪問の機会
の創出

◼ 法人契約の確認や訴求まで

中小法人
・投資等
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＜Nextストーリー＞
日の丸 月へ行く(1)

月ピンポイント着陸挑む
等～

について

日経
12・11

• 今日は月の話題が複数。成功者は、「月」等が好きなのか？
• （12面）今、月を舞台に、各国がしのぎを削っている。米国は2024年にも宇宙飛行士を送
る計画を推進。その中で、月等に「ピンポイント」で着陸する技術を持つのに一番近くにいる
のが、「はやぶさ」等の知見を持つ日本。このピンポイント着陸で、日本の存在感を示す

• （11面）アマゾンのベゾス氏が、自社開発ロケットによる初の有人宇宙飛行に参加を表明
• 著名人では、テスラ社のイーロンマスクさんやほりえもんこと、堀江貴文さん。前澤友作さん
（元ZOZO創設者）等、宇宙飛行やロケット開発等、宙に興味

◼ 本日の話題としてアップデート
◼ お客さまの趣味趣向等情報
収集

◼ 創客やアプローチ、提案の機
会・再提案の創出

ライフ
・創客
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REITが年初来

について

日経
17 • 不動産投資信託（REIT）の総合的な値動きを示す東証REIT指数が、前週末比0.9%高の

2123.58を付け、年初来高値を更新
• 新型コロナウイルスのワクチン接種の進展を背景に、ホテル型など出遅れた業種が上昇
• 今月下旬に予定される海外株価指数のイベントを控えた先回り買いも見られる

◼ 投資の話題から、お客さまの
積立志向の確認

◼ 年金2000万円問題等から、
老後の資金計画の現況確認

◼ 積み立て系商品の訴求

投資・
積み立て

No TOPIX 媒体 解説 活用・リストアップのヒント

1

アルツハイマー新薬、
米当局が承認

エーザイなど開発
について

日経
1 • アルツハイマー型認知症治療薬（候補）を、エーザイと米バイオジェンが共同で開発

• 7日、米食品医薬品局（FDA）が承認申請を認めると発表
• 従来の認知症薬とは異なり、認知機能の低下を長期的に抑制する機能を持つ（世界初）
• 新薬の登場で、認知症の治療が大きく変わる可能性

◼ 大見出しの話題としてアップ
デート

◼ 認知症保険のニード喚起と保
障の訴求（若年層にも）

◼ 介護の保障もあわせて訴求

大見出し
・認知症
・介護

https://www.nikkei.com/
https://www.nikkei.com/r123/


journal
本日の深掘りウォッチ：認知症の必要性
認知症の患者数は、予備軍を含めると、65歳以上の約4人に1人といわれており喫緊の課題です。
日本は、世界の各国と同様に、国家戦略として「認知症」を対策しようとしています。それでも、予算の関係や周知等の課題もあり、『認知
度』は低く、身近であるという認識は低いといえます。本来であれば、「社会保障」として対応するべき問題ですが、できていないのも現状
。そんな社会保障としてのすき間を民間（生命保険会社）にゆだねられている中、自分の大切なお客さまには、しっかり保障として検討して
いただき、最良の選択をしていただきましょう！自分が守らなければ、ほかの人（会社）が機会を得ることに!!

認知症が身近
であることを説明

キーワード

お金がかかる
ことを認識してもらう

認知症の保障の必要性を3ステップで説明

⚫ 65歳以上の方の5人に1人（2025年）
⚫ 介護の原因の1位

⚫ 月平均78,000円
⚫ 平均介護期間は4年7カ月
⚫ トータルおおよそ500万かかる

⚫ 国も真剣に考えているんです
⚫ 日本だけではなく、世界共通の課題

国家で対策
が検討されている事実をお伝え
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■ 認知症高齢者の将来推計※1

■介護が必要となった主な原因の構成割合※2
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認知症

脳血管疾患（脳卒中等）

高齢による衰弱

17.6％

■ 介護期間※5
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■ 日本の国家戦略※3

日本 認知症施策推進総合戦略

米国 国家アルツハイマー計画

英国 国家認知症戦略

■ 世界の国家戦略（認知症）※4

日本の認知症に対する国家戦略の概要
• 認知症施策推進大綱（2020年6月18日）

1 2 3

■ 介護費用（月額）※6

平均月額78,000円
（＋一時金の約69万と合わせて約 ）

キーワード キーワード

国も真剣に課題として認識しているんですね
社会保障の一つとして、考えていただきましょう!

参考）※1､3､4…厚生労働省「認知症施策」、※2…厚生労働省「国民生活基礎調査」／2019年、※5・・生命保険文化ｾﾝﾀｰ「生命保険に関する全国実態調査」／平成30年度、※6・・・生命保険文化ｾﾝﾀｰ「生命保険に関する全国実態調査」／平成30年度

提案へ
4
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